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XLR Matrix 8-8

製品の写真を
ここに挿入



概要

• 本アプリケーションはWindows / Mac上のWebブラウザで動
作します。※下記ブラウザで動作を確認
Win・・・Chrome, Edge, Vivaldi
Mac・・・Chrome, Edge, Firefox
（Mac Safariはブラウザの仕様上、MIDIでのやり取りが出来
ない為、非対応）

• 実機とコンピューターをUSBで接続し、ブラウザで本アプリの
URLにアクセスするだけで操作が可能になります。尚、USB
のバスパワーでも動作しますので、USBを接続すればアダプ
タを外しても（実機フロントの電源OFFにしても）動作します。

　  https://oz-design-products.com/xlr_matrix/



機能

• 基本的な操作は実機と似ており、7seg下の
矢印ボタンで7segの数字を変更します。変更
後は左のツールボタンWriteを使って実機に
反映させます。



MIDI Portの選択

select MIDI In / select MIDI out上で「XLR Matrix 
8-8」を選択します。

※実機とコンピュータをUSBで接続してから、アプリ

を立ち上げてください。



各ボタンの説明

• Open
Saveによって保存されたファイルを開いて設定を呼び出すことが出来ます。
尚、Openした後に実機に反映するにはWriteの操作が必要です。

• Save
アプリ上のアサイン情報をファイルに保存できます。

• Reset
アプリ上のアサインを全てMute(-)にResetします。Writeで実機に反映できます。

• Receive
実機の設定をアプリに反映します。
基本的に実機での操作は即座にアプリに送信されますが、このRecieveボタンの
意義は、「アプリ上で設定を色々と変更してみたもののWriteする前にやはり実機
の情報のままで良い」と感じた際に実機の設定にアプリも戻す際に有効です。そ
れ以外の用途は今のところ思いつきません。

• Write
アプリ上の設定を実機に送ります。



使用上の注意

• 既述ですが、実機とコンピューターをUSBで接続してからブラウザアプリを立ち上
げてください。

• DAWで製作する場合には、立ち上げる順番は下記を厳守してください。順番を誤
ると、通信がうまくいかなくなる事があります。

1. 実機とコンピューターを接続

2. DAWを立ち上げる

3. ブラウザ上でXLR Matrixを開く

4. アプリ上でSelect MIDI in / select MIDI outを選択する



MIDI Implementation



MIDI Implementation 2


